





























































































































































































　分布関数 Gが Fの N次リスク増加であるとは，以下の二条件を満たすことである。










































































ただし，費用関数 cは増加凸関数で， と を満たしている。
つまり，内点解を保証する。先ほどと同様に，効用関数 を満たし，分布関
数 Gが Fの n次リスク増加とする。この定式化から，tの増加は相異なる二つの役割を果
たすことが分かる。一つは費用の増加，もう一つはより好ましい分布へのシフトである。
意思決定者は限界費用と限界便益の等しくなるよう tを決めるのが最適となる。ここで，
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